
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

バルーンまで届くかなぁ～
（子育てひろば ほりむこう）

質
問　

自
治
会
の
加
入
率
向
上

に
向
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
、

分
か
り
や
す
く
ス
ム
ー
ズ
に
入

会
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答
弁　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
加
入
方
法
の
導
入
は
有
効
と

考
え
る
。
加
入
希
望

者
と
自
治
会
の
円
滑

な
橋
渡
し
を
可
能
と

す
る
た
め
、
加
入
方

法
等
を
分
か
り
や
す

く
案
内
で
き
る
よ
う

改
善
し
て
い
く
。

質
問　

都
道
220
号
線
の
松
原
立

体
下
の
歩
道
に
つ
い
て
、
自
転

車
の
速
度
抑
制
も
含
め
た
抜
本

的
な
交
通
安
全
対
策
を
図
る
よ

う
、
都
へ
要
請
す
べ
き
。

答
弁　

更
な
る
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
東
京
都
北
多
摩
北

部
建
設
事
務
所
へ
要
望
し
て
い

く
。

質
問　

環
境
基
本
計
画
目
標
実

現
に
つ
い
て
、
①
Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
排
熱

量
は
莫
大
で
あ
る
。
計
画
達
成

へ
の
具
体
的
方
策
は
。
②
環
境

影
響
評
価
書
案
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
約
５
倍
増

加
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
命
と
暮

ら
し
、
生
活
環
境
の

悪
化
を
防
止
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
用
い
て
計
画
を
変
更
さ
せ
る

こ
と
が
自
治
体
の
役
目
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。 

答
弁　

①
受
電
す
る
電
気
を
積

極
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

100
％
由
来
に
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
。
②
令
和
４
年
11
月
に
地

元
市
長
と
し
て
意
見
書
を
提
出

し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

を
今
後
も
強
く
求
め
て
い
く
。 

質
問　

Ｃ
Ｖ

−

22
オ
ス
プ
レ
イ

に
つ
い
て
、
①
事
前
の
通
告
が

な
い
中
で
一
方
的
な
飛
行
再
開

は
極
め
て
問
題
で
あ
る
。
情
報

提
供
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対

応
は
。
②
墜
落
に
関
す
る
事
故

報
告
書
で
は
、
再
発
防
止
策
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
不
安

に
応
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
と
し
て
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
要
請
を

国
及
び
米
軍
に
行
う
べ
き
。
考

え
は
。 

答
弁　

①
市
独
自
に
加
え
、
周

辺
市
町
や
都
と
連
携
し
て
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
提
供
を
国
へ

引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。
②

基
地
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
に

資
す
る
丁
寧
な
説
明
と
と
も
に
、

安
全
対
策
や
再
発
防
止
策
徹
底

等
の
要
請
を
重
ね
て
い
く
。 

質
問　

市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
等
の
従
事
者
に
対
し
、
適
正

な
賃
金
や
労
働
条
件
を
確
保
す

る
こ
と
は
重
要
と
考

え
る
。
公
契
約
条
例

の
制
定
を
検
討
す
べ

き
。 

答
弁　

入
札
契
約
制

度
の
改
革
を
図
っ
て

労
働
条
件
を
整
え
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
る
が
、
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
。 

質
問　

小
中
学
校
へ
定
期
的
に

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
へ
い
し
、

講
演
や
実
技
指
導
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

児
童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、

将
来
へ
の
夢
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い

る
。
引
き
続
き
各
学
校
に
体
験

活
動
の
重
要
性
を
周
知
す
る
中

で
、
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。

質
問　

運
用
開
始
か

ら
４
年
目
を
迎
え
て

い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、

①
現
状
と
課
題
は
。
②
個
人
情

報
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
。
③
更
新
時
期
を
迎
え
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
処
理
方
法
は
。

答
弁　
①
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

学
習
の
達
成
に
向
け
た
効
果
的

な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
一
方

お
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
②
効
率
的
な
体

制
が
取
れ
る
よ
う
検
証
し
、
２

ト
ン
未
満
の
給
水
車
を
含
め
た

更
な
る
購
入
も
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

市
で
は
ご
み

対
策
事
業
を
着
実
に

推
進
し
て
い
る
が
、

更
な
る
ご
み
減
量
に

向
け
た
考
え
は
。

答
弁　

ご
み
の
発
生
抑
制
に
力

点
を
置
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
-1

運
動
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど

を
推
進
し
な
が
ら
、
意
識
の
醸

成
と
定
着
を
図
り
、
ご
み
の
発

生
抑
制
を
徹
底
し
て
い
く
。

質
問　

連
日
の
よ
う
に
発
生
す

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
対
策
に
つ

い
て
、
①
市
道
な
ど
の
雨
水
対

策
は
既
に
許
容
量
を
超
え
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。
②
雷

対
策
と
し
て
、
各
行

政
機
関
に
無
停
電
電

源
装
置
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
。
対
応
は
。

答
弁　

①
雨
水
管
理
総
合
計
画

を
見
直
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
整
備
区
域
の
優
先
順
位
を
設

定
し
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め

る
。
②
業
務
で
使
用
す
る
デ
ー

タ
は
、
無
停
電
電
源
装
置
が
実

装
さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
で
保

存
す
る
な
ど
、
業
務
に
支
障
が

な
い
よ
う
対
策
を
し
て
い
る
。

質
問　

連
日
の
猛
暑
な
ど
に
よ

り
、
夏
祭
り
の
開
催
は
大
き
な

リ
ス
ク
が
あ
る
。
開
催
時
期
の

工
夫
を
推
奨
す
る
な
ど
の
考
え

は
。

答
弁　

環
境
省
が
作
成
し
た
熱

中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

活
用
し
、
熱
中
症
へ
の
対
策
を

講
じ
る
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

案
内
し
て
い
く
。

質
問　
公
園
の
遊
具
に
つ
い
て
、

①
遊
具
が
壊
れ
て
い
て
遊
べ
な

い
と
の
声
を
聞
く
。
公
園
遊
具

の
修
繕
計
画
な
ど
の
状
況
は
。

②
新
設
さ
れ
る
公
園
２
園
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と
し
て

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

内
全
域
に
広
め
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

①
一
斉
に
修
繕
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
早
期
の

修
繕
に
向
け
て
全
体
を
勘
案
し
、

順
次
対
応
し
て
い
く
。
②
多
数

あ
る
遊
具
の
補
修
や
修
繕
が
急

務
で
あ
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
へ
の
入
れ
替
え

は
価
格
面
な
ど
の
課

題
が
多
く
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

質
問　

エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
報
酬
に
つ
い
て
、
２
学

期
か
ら
変
更
し
て
い
る
が
周
知

さ
れ
て
い
な
い
。
徹
底
す
べ
き
。

答
弁　

通
知
を
発
出
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
る
が
、
改
め

て
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

で
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
更
な

る
徹
底
が
課
題
の
一
つ
と
捉
え

て
い
る
。
②
目
的
外
利
用
等
を

固
く
禁
じ
て
お
り
、
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
る
。
③
国
の
方
針

に
の
っ
と
り
、
認
定
事
業
者
へ

の
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

災
害
対
策
に
つ
い
て
、

①
水
道
管
等
の
耐
震
化
の
遅
れ

が
被
害
の
大
き
さ
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の
耐
震

化
率
は
。
②
市
民
へ
の
応
急
給

水
体
制
を
さ
ら
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
。
考
え
は
。

答
弁　

①
令
和
５
年
度
末
の
耐

震
化
率
は
基
幹
管
路
で
41.9
％
、

耐
震
適
合
率
は
76.4
％
と
な
っ
て

質
問　

環
境
負
荷
低
減
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
配
送
業
者
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
置
き

配
を
推
進
す
る
た
め
、
置
き
配

バ
ッ
グ
配
布
事
業
を
行
っ
て
は
。

答
弁　

費
用
対
効
果
等
を
確
認

し
検
討
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
脱
炭
素
化
に
向

け
た
全
市
域
的
な
機

運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
く
。

質
問　

防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
①
避

難
所
の
ト
イ
レ
が
使
用
不
可
と

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
て
は
。

②
各
避
難
所
に
お
い
て
、
ペ
ッ

ト
と
同
室
で
過
ご
せ
る
同
伴
避

難
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
く
べ
き
。
考
え
は
。

③
携
帯
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
率

を
高
め
る
た
め
、
積
極
的
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

①
導
入
費
用
や
保
管
場

所
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
広

域
的
な
対
応
に
つ
い
て
情
報
収

集
し
て
い
く
。
②
衛
生
問
題
や

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
引
き
続
き
時
代
に
即
し

た
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
③
日
常
備
蓄
の
推

進
と
併
せ
、
防
災
訓
練
な
ど
で

の
配
布
も
検
討
し
て
い
く
。
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３
面
下
段
よ
り

昭
島
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
可
決
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会

事
務
局
が
最
大
限
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
基
本
と
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
こ
と
に
伴
い
、
下
水
道

の
設
計
者
等
に
必
要
な
資
格
要

件
の
緩
和
が
決
定
さ
れ
た
が
、

何
ら
利
点
は
な
い
。
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
は
、
排
水
設

備
等
の
新
設
な
ど
の
工
事
に
お

け
る
技
術
上
の
管
理
や
従
事
者

指
導
、
法
令
規
定
に
適
合
し
て

い
る
か
の
確
認
な
ど
の
責
務
が

あ
り
、
重
要
で
あ
る
。
技
術
力

の
維
持
が
デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ
て

補
え
る
も
の
で
は
な
い
。

規
制
緩
和
に
よ
る
弊
害
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
起
き
て
お
り
、

緩
和
見
直
し
の
検
討
も
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
改

正
に
反
対
す
る
。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無

会

派

採

決

の

結

果
（6） （4） （3） （3） （2）（1）（1）（1）

昭島市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可　決

昭島市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

国に対し、当面の間現行の健康保険証とマイナ保険証の両
立を求める意見書の提出を求める陳情書 × × ○ × ○ × ○ × 不採択

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無

会

派

採

決

の

結

果
（6） （4） （3） （3） （2）（1）（1）（1）

昭島市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可　決

昭島市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

国に対し、当面の間現行の健康保険証とマイナ保険証の両
立を求める意見書の提出を求める陳情書 × × ○ × ○ × ○ × 不採択

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

本会議において賛否の分かれたもの	 ○は賛成 ×は反対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団	

奥
村	　

博	　

議
員

環
境
基
本
計
画
目
標
達
成
が	

自
治
体
の
役
目	

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

木
㟢	

親
一		

議
員

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

招
へ
い
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

渡
辺	

純
也		

議
員

自
治
会
加
入
応
募
フ
ォ
ー
ム
の

作
成
に
つ
い
て

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団	　
八
田	

一
彦		

議
員

豪
雨
災
害
の
対
策
に
つ
い
て


